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【抱負】
　『教職員と生徒が共に輝くために』を
キーワードに、研究指定校として学校の
働き方改革を推進します。「教育とは何
か」に向き合い、実践を通じて、生徒一
人一人が生き生きと活動し、生命の瑞々
しさを感じる教育活動を教職員と共に展
開します。

【抱負】
　10年後の社会を生きる生徒たちに必
要な資質、能力は何かを考えながら、教
職員と生徒が共に輝ける学校づくりを進
めてまいります。

【抱負】
　昨年度末から続く感染症の予防、拡大
防止の対策をとりつつ、安全で、充実し
た生活が送れる学校を目指します。学力
の向上、充実した部活動などを通して、
生徒が羽村一中でよかったと思える学校
になるように取り組みます。

【抱負】
　一中の生徒は皆、明るく素直で、何事
にもひたむきに取り組みます。その「良
さ」を生かす教育、伸ばす教育を学校全
体で進めていきます。

【抱負】
　新学習指導要領の全面実施、第３次羽
村市小中一貫教育基本計画の実施など大
きな変革の年です。まだ落ち着かない状
況ですが、迅速で臨機応変な対応を心掛
け、「誰もが通いたい学校、誰もが通わ
せたい学校」の実現に努めてまいります。

【抱負】
　学校長の目指す学校像、「誰もが通い
たい学校、誰もが通わせたい学校」を受
けて、不登校ゼロ、いじめゼロの学校を
目指します。

【抱負】
　～児童・保護者・地域の方々にとって
希望的存在となる学校の創造～ 子供ども
たちは常に安心できる場所を求めます。
学校・学級が子どもたちにとって、心が
元気になる学びの場になればと願ってい
ます。

【抱負】
　学校経営計画を教職員に周知徹底し、
その実現に向け全力を尽くします。笑顔
あふれる羽村西小を目指します。

【抱負】
　朝の活動時に1０分間読書と1０分間
計算タイムを導入し、全学級が次週の学
習予定を載せた学級通信を発行します。
保護者に開かれた学級と意図的・計画的
な質の高い授業を基に、子どもたちの夢
の土台となる基礎学力の向上を目指しま
す。

【抱負】
　学校教育目標「よく考える子・思いや
りのある子・げんきな子」の実現のため、
子どもたちが安心して生活できる学校を
目指します。

【抱負】
　「人とのかかわりを大切にし、みんな
の夢を育む楽校～やさしさいっぱい富士
見小～」の達成を目指して、51年目を
スタートします。子どもたちといっしょ
に歩む教職員とともに、子どもたちの成
長を支援し、思い出に残る学校をつくっ
ていきます。

【抱負】
　子どもたちにとって50周年の思い出
がいっぱいの一年になるように努めてま
いります。皆様の変わらぬご協力をお願
いいたします。

【抱負】
　栄小学校は、「子どもたちの『夢の土
台』をつくる質の高い栄小の教育」を教
育理念として掲げ、その実現のためのキ
ーワードを「挑戦」「信頼」「貢献」と
して、教職員一人一人が、よりよい学校
づくりに努めております。

【抱負】
　栄小学校の子どもたちは、『挨拶名
人』がたくさんいます。教職員一同、
『TEAM栄』を合言葉に元気な栄っ子を
育てていきます。

【抱負】
　本校の教育目標「□□□がつくる美し
い学校」の実現を目指し、子どもたちを
いつも中心に据え、「チーム松林」とし
て教職員が一丸となり、保護者・地域と
連携しながら楽しく明るい学校を創って
いきます。

【抱負】
　松林小学校に着任できたことに、喜び
と責任を感じています。子どもたちが充
実した学校生活を送れるよう、全力で取
り組みます。

【抱負】
　「今日が楽しく、明日が待ち遠しい学
校をめざして」 生徒・教職員・保護者・
地域住民といった学校にかかわる全ての
人が互いに信頼・協力し合い、「今日も
良いことがあった。明日も学校に早く行
きたいな」と感じられるような学校を目
指します。

【抱負】
　「今日が楽しく、明日が待ち遠しい学
校をめざして」、生徒一人一人が学校生
活で充実感や達成感を味わえるよう、サ
ポートします。

【抱負】
　持続可能な社会づくりの担い手として、
これからの時代を生き抜く三つの資質・
能力「課題解決力・人間関係形成力・主
体的実践力」の育成に全力で取り組みま
す。また、それを支える自分・相手意識
の育成にも力を入れて取り組みます。

【抱負】
　子どもたちが楽しく安全に過ごせる学
校、そして子どもたちの将来に生きて働
く本物の力が身につく学校づくりに全力
で取り組みます。

羽村市立 小・中 学校
「つなごう 育てよう

一緒に」

【羽村第一中学校】　

【小作台小学校】

【羽村東小学校】

【羽村西小学校】

【富士見小学校】

【栄小学校】 【松林小学校】

【羽村第二中学校】　

【武蔵野小学校】【羽村第三中学校】

【二中校区】 【一中校区】

【三中　　　　校区】

学校 紹介

 

よ いこ

副校長
金子　敏治

校長
金子　真吾

副校長
岩崎　浩示

校長
新谷　太郎

副校長
池田　道

校長
西山　豪一

副校長
町田　恵美

校長
渡邉　慎吾

副校長
峯浦　雅典

校長
小山　夏樹

副校長
松川　靖弘

校長
岡前　克之

副校長
岡嶋　美保

校長
吉岡　琢真

副校長
岡元　大輔

校長
瀬戸　隆幸

副校長
鳥居　夕子

校長
佐藤　敏数

副校長
杉森　祥吾

校長
海東　朝美
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【問合せ】
学校教育課指導係（内線376）

　

羽
村
市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
と
中
学
校
の
義
務
教
育
９
年
間
を

連
続
し
た
教
育
活
動
と
し
て
と
ら
え
、

羽
村
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
市
内
小
・
中
学
校
を
中
学

校
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
し
、
小
中

一
貫
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
を
も
っ
て
、
第
２
次

計
画
と
し
て
位
置
付
け
る
小
中
一
貫

教
育
基
本
計
画
（
平
成
27
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
）
が
終
了
し
た
た
め
、

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
度
）
～
２

０
２
４
年
（
令
和
６
年
度
）
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
た
『
第
３
次
羽
村
市

小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
』
を
令
和

２
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

で
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
『
生
き
る
力
』

を
育
む
た
め
に
」
の
考
え
を
基
本
と

し
て
、
次
の
４
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
【
生
き
る
力
】

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
様
々
な
社
会
的
変
化

の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
主

体
的
に
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
生
を
切

り
開
き
、
明
る
い
未
来
が
築
い
て
い

け
る
よ
う
、『
第
３
次
羽
村
市
小
中
一

貫
教
育
基
本
計
画
』
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

第
３
次
羽
村
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
度
）～
２
０
２
４
年（
令
和
６
年
度
）

●�中学校生徒による小学校行事への参加
（あいさつ運動や運動会ボランティア
など）

●�部活動や職場体験報告会への小学校児
童の参加など、様々な機会を通じた児
童・生徒の交流授業の実施（小・小連
携や小・中連携による取組など）

●�いじめ、不登校の未然防止、早期発見、
早期解決のためのスクールカウンセラ
ー等を活用した相談
体制の充実

●伝統・文化に触れる
　羽村学（郷土学習）・
生きて働く人間学（キャリア教育）の
実践

●�プログラミング教育を通じた論理的思
考力の育成・向上

●�学校におけるＩＣＴ環境の整備・充実
と情報活用能力の育成

●�グローバル化の進展に対応するコミュ
ニケーション能力の育成（英語教育の
充実）

主な取組主な取組
●�外部人材（授業力向上アドバイザー、
学習コーディネーター、学習サポータ
ー、特別支援教育支援員、外国語指導
助手（ＡＬＴ）など）を活用した学習
支援体制の強化

●�算数・数学、英語を中心とした小学校
と中学校の教員相互の乗り入れ授業の
実施

●�小学校からの一部教科等担任制による
学習指導の実施

●�地域・社会の教育資
源を活用した教育の

　�推進（外部人材の活用、「プロから学ぶ」
など）

●�家庭における教育力の向上を図るため
の支援の充実（家庭教育セミナーや地
域教育シンポジウムの開催）

●�自ら学ぶ意欲の醸成や家庭学習の一層
の習慣化を目指した自主学習ノートな
どの実践

なお、計画内容は市公式ウェブサイト、市役所３階学校
教育課、１階市政情報コーナー、図書館で閲覧できます。

主な取組主な取組

生きる力

確かな
学力の
育成

目標2

豊かな
心の育成

目標１

個性の伸長
と資質・
能力の向上

目標3

家庭・地域・
学校が築く
教育の推進

目標4
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【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係
（
内
線
３６３
）

　

市
で
は
、
学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
を
対
象
に
、
羽
村
市
社
会
教

育
関
係
団
体
補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
き
、
事
業
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆�

補
助
対
象
と
な
る
事
業
（
次
の
①
～
④
の
事
業
の
う
ち
、
２
事
業

ま
で
補
助
金
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

①�

団
体
の
日
常
的
な
活
動
（
定
期
練
習
、
各
種
大
会
や
発
表
会
へ
の

参
加
な
ど
）

②�

団
体
に
よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
事
業
（
市
民
対
象
の
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）

③
一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
学
習
資
料
等
の
作
成
、
発
行

④�

社
会
奉
仕
・
社
会
参
加
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
広

く
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
、
そ
の
他

社
会
教
育
の
振
興
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る
事
業

◆
申
請
書
類
の
配
布
場
所

・
生
涯
学
習
総
務
課
（
市
役
所
西
庁
舎
３
階
）

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

※�

電
子
デ
ー
タ
や
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
書
の
提
出
期
限

・
令
和
２
年
５
月
29
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
厳
守
）

◆
申
請
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

・
学
習
・
文
化
団
体
に
つ
い
て

　
生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係
（
内
線
３６３
）

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係　
☎︎
５
５
５-

０
０
３
３

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
便
利
な
機
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

◦
か
ん
た
ん
蔵
書
検
索
、
予
約

　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
を
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
検
索
し
た
本
が
借
り
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
新
着
案
内

　

図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
資
料
を
ジ
ャ
ン
ル
別
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
借

り
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
お
す
す
め
本

　

過
去
の
展
示
図
書
や
、
児
童
向
け
・
中
高
生
向
け
の
図
書
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◦
Ｍ
ｙ
本
棚

　

利
用
者
の
方
が
気
に
な
っ
て
い
る
本
や
読
ん
で
み
た
い
本
な
ど
を
ｗ
ｅ
ｂ

上
の
利
用
者
ペ
ー
ジ
に
あ
る
専
用
の
本
棚
に
保
存
し
、
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
借
り
た
本
の
履
歴
を
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

◦
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　

年
間
や
一
定
期
間
で
の
読
書
目
標
を
利
用
者
自
身
が
設
定
し
、
目
標
に

対
す
る
達
成
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
標
の
達
成
を
マ
ラ
ソ

ン
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
本
を
借
り
る
た
び
に
画
面
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー

ル
に
向
か
っ
て
い
く
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
羽
村
市
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
→ https://w

w
w

.ham
ura-library.tokyo.jp/

　

図
書
館
は
５
月
１
日
㈮
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
休
館
し
て
お
り
ま
す
。
休
館
中
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
の
予
約
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
業
務
再
開
後
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
休
館
は
５
月
６
日
㈬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

状
況
次
第
で
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

☆
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
で
き
る
こ
と

▲︎読書マラソン ▲︎かんたん蔵書検索
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羽
村
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
よ
り
提
言
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た

　

令
和
2
年
3
月
25
日
㈬

に
、
羽
村
市
社
会
教
育
委

員
の
会
議
よ
り
、
提
言

「
人
生
1
0
0
年
時
代
に

お
け
る
新
し
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
社
会

教
育
に
つ
い
て
」
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　
提
言
で
は
、人
生
1
0
0

年
時
代
の
到
来
に
よ
り
、

長
い
人
生
を
豊
か
に
過
ご

す
た
め
の
「
学
び
」
は
自

己
完
結
す
る
も
の
に
留
ま

ら
ず
、
学
び
を
通
じ
た
多

く
の
人
と
つ
な
が
り
が
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
に
対
応
で
き
る
力
を
生
み
出
す
と
考
え
、

「
社
会
教
育
」
を
中
心
と
し
た
①
人
づ
く
り
（
自
己
実
現
・
成

長
）
、
②
つ
な
が
り
づ
く
り
（
市
民
同
士
の
つ
な
が
り
）
、
③
地

域
づ
く
り 

（
市
民
の
主
体
的
参
画
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
）
の
3

点
に
整
理
し
て
検
討
し
、
現
状
と
課
題
を
分
析
し
た
う
え
で
今
後

取
組
む
べ
き
方
策
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
提
言
を
参
考
に
し
、
第
二
次

生
涯
学
習
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係
（
内
線
３６３
）

▲︎�左から桜沢教育長、川津議長、市野副議長

�

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

	

☎
５
７
０-

０
７
０
７

※�

教
育
委
員
会
専
用
の
掲
示
板
の
た
め
、
一
般
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
羽
村
駅
の
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
～

　

昨
年
の
羽
村
駅
自
由
通
路
拡
幅
工
事
に
伴
い
、

新
た
に
ゆ
と
ろ
ぎ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
す

る
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
掲
示
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
ゆ
と
ろ
ぎ
自
主
事
業
の
情
報

◆
教
育
委
員
会
主
催
・
共
催
事
業
の
情
報

◆
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

　

ま
た
、
掲
示
板
に
は
チ
ラ
シ
ラ
ッ
ク
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト

の
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

自
由
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
小
作
駅
自
由
通
路
に

も
２
ヶ
所
掲
示
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

羽
村
駅
・
小
作
駅
を
ご
利
用
の
際
は
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲小作駅（西口側）

▲︎�小作駅（東口側） ▲︎羽村駅

～
ご
存
じ
で
す
か
？
「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
に
つ
い
て
～

　

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ゆ
と
ろ
ぎ
。
こ
の「
ゆ

と
ろ
ぎ
」
と
い
う
愛
称
、
そ
し
て
館
内
の
各
所
で

見
ら
れ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
平
成
18
年
の
開
館
の

際
、
全
国
よ
り
案
を
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
込
め
ら

れ
た
意
味
を
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
と
ろ
ぎ
の
愛
称

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
交
流
す
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
多
く
の
人
々
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
穏
や
か
な

時
間
（
ゆ
と
り
）
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
ス
ペ
ー
ス

（
く
つ
ろ
ぎ
）
の
中
で
り
く
つ
を
抜
き
に
し
て
思

い
思
い
の
生
涯
学
習
が
で
き
る
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
と
り
」+

「
く
つ
ろ
ぎ
」

−

「
り
く
つ
」　

　
＝
「
ゆ
と
ろ
ぎ
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
羽
村
市
の
「
羽
＝
つ
ば
さ
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
ゆ
と

ろ
ぎ
の
頭
文
字
「
Y
」
の
形

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

ゆ
る
や
か
な
曲
線
が
、「
ゆ
と

り
」
や
「
く
つ
ろ
ぎ
」
を
象
徴
し
、“
く
る
く
る
”

回
転
す
る
線
が
、
気
軽
に
“
来
る
来
る
”
こ
と
が

で
き
る
施
設
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
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教 

育 

随 

想

　

も
っ
と
感
動
的
な
こ
と
で
記
憶
や
記
録
に
残
る
は
ず
の
二
〇
二
〇

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
行
く
先
の
見
え
な
い
日
々
の
中
で
「
非
常
時
に
日

常
の
大
切
さ
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

九
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
時
も
こ
の
言
葉
が
身
に
沁
み
た
も

の
で
す
が
、
今
回
は
ウ
イ
ル
ス
が
い
つ
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い

不
安
と
、
見
通
し
の
立
た
な
い
焦
燥
感
が
日
常
を
押
し
潰
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
対
応
策
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
学
校
の
臨
時
休
業

と
い
う
非
日
常
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
単
に
学
校
へ
通
う
と
い
う
日

常
で
は
な
く
、
学
年
の
ま
と
め
と
新
た
な
年
度
へ
の
心
構
え
を
つ
く

り
、
友
や
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
新
た
な
出
会
い
を
期
待
し
て
心

弾
ま
せ
る
、
と
い
う
学
校
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
節
目
の
時
期
で
し

た
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
卒
業
式
や
修
了
式
は
実
施
で
き
ま
し
た

が
、
例
年
ど
お
り
こ
の
時
期
を
過
ご
せ
な
か
っ
た
無
念
は
子
ど
も
た

ち
に
も
保
護
者
に
も
学
校
関
係
者
に
も
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
は
こ
う
い
う
普
通
で
は
な
い
時
こ
そ
普
段
の
教
育
が

試
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
る
、
自
分
も
他
人
も
大

切
に
す
る
、
辛
抱
し
な
が
ら
希
望
を
も
つ
、
人
の
た
め
に
役
に
立
と

う
と
す
る
、
多
様
な
情
報
の
中
で
自
分
の
考
え
や
行
動
を
決
め
て

い
く
―
こ
れ
ら
は
生
ま
れ
た
子
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
育
つ
も

の
で
は
な
く
、
教
育
を
施
し
て
こ
そ
身
に
付
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
羽
村
の
子
た
ち
、
東
京
の
子
た
ち
、
全
国
の
子
た
ち
が
日
々

の
教
え
を
守
っ
て
家
庭
や
地
域
の
中
で
こ
の
時
期
を
過
ご
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
非
常
の
時
こ
そ
冷
静
に
、
そ
し
て
寛
容
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
を

新
聞
で
見
つ
け
ま
し
た
。
助
け
合
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
の

弱
さ
や
醜
さ
が
露
呈
し
や
す
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
冷
静
に

受
け
止
め
て
か
け
が
え
の
な
い
「
普
通
」
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
教
育
で
培
っ
た
英
知
を
集
結
し
て
難
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
。

難
し
い
こ
と
で
す
が
、そ
れ
を
成
し
う
る
教
育
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い「
普
通
」

　

羽
村
市
の
教
育
、
芸
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に
尽
力
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
小
学
生
〉

中
村　
伊
吹　
　
島
田　
弥
愛　
　
島
田　
萌
生　
　
茂
木　
幸
虎　
　
竹
之
下
彪
河

町
田　
朝
陽　
　
﨑
山　
千
晴　
　
近
江　
世
凪　
　
小
笠
原　
柊　
　
渡
邊　
　
輝

タ
フ 

ウ
ィ
リ
ア
ム
聖
人	

林
田　
涼
雅　
　
三
浦　
遼
太　
　
森　
　
彩
花　
　
東　
　
壽
也

〈
中
学
生
〉

竹
内　
　
諒　
　
島
田　
一
花　
　
清
水　
莉
結　
　
篠
原　
梓
紗　
　
天
野　
晴
太　

佐
藤　
澪
威　
　
五
十
嵐　
愛　
　
高
島　
萌
果　
　
三
澤　
春
花　
　
清
水　
咲
里

四
谷　
拓
真　
　
海
野
清
太
郎　
　
前
原　
栞
梛　
　
三
浦　
陸
人

羽
村
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部　
羽
村
第
二
中
学
校
剣
道
部　
羽
村
第
二
中
学
校
卓
球
部
女
子

羽
村
第
二
中
学
校
卓
球
部
男
子　
羽
村
第
三
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

〈
高
校
生
・
大
学
生
〉

竹
内　
茉
永　
　
清
水　
紀
花　
　
渡
久
地
都
花　
　
前
原　
椿
樹　
　
山
縣　
大
輝　

白
戸　
美
咲　
　
松
葉
梨
々
花　
　
杉
浦　
亜
依　
　
永
田　
柚
菜　
　
根
岸　
藍
加

田
村　
　
優　
　
工
藤
日
陽
里　
　
渡
邉　
純
矢　
　
長
野
千
紗
代　
　
中
島　
弓
佳

植
村　
　
瞭　
　
植
村　
　
翼　
　
峯
永　
岳
志　
　
長
野　
祐
希　
　
鈴
木　
桃
子

石
田　
真
彩　
　
市
川　
晴
菜　
　
大
坂　
　
圭　
　
近
藤　
寧
音　
　
石
川　
　
舞

島
田
こ
は
る　
　
佐
藤　
慶
哉　
　
下
地　
莉
瑚　
　
岡
嵜　
加
奈

〈
教
職
員
〉

根
本　
祥
吾　

〈
教
育
功
労
者
〉

高
橋
幸
之
助

令
和
元
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

江
本
　
裕
子

教
育
長
職
務
代
理
者

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
（
内
線
354
）

～表彰されたみなさま、おめでとうございます～
令和元年度羽村市教育委員会表彰

被
表
彰
者
の
功
績
に
つ
い
て
は
市
の
公

式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

�
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111

特
定
非
営
利
活
動
法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
１
６
９
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

　
体
育
協
会
は
、
昭
和
３８
年
10
月
に
体
育
関
係
団
体
６

団
体
で
設
立
し
、
平
成
16
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
21
団
体
、
３
７
５
７
人
の
会
員
を
有
し
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
協
会
年
間
事
業
予
定

５
月
16
日
㈯　

�

令
和
２
年
度
体
育
協
会
通
常
総
会
（
書

面
表
決
）

10
月
11
日
㈰　

�

第
73
回
羽
村
市
市
民
体
育
祭(

羽
村
市

委
託
事
業
）

１
月
31
日
㈰　

�

第
34
回
羽
村
市
ふ
れ
あ
い
綱
引
き
大
会

（
羽
村
市
委
託
事
業
）

２
月　
　
　
　

�

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
（
教
育
委

員
会
と
共
催
）

３
月
14
日
㈰　

�

第
39
回
羽
村
市
駅
伝
大
会
（
羽
村
市
委

託
事
業
）

羽
村
市
か
ら
の
委
託
事
業

・
富
士
見
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
受
付
事
務
等
委
託

・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
託

・�

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
業
務
委
託

・
堰
下
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
管
理
委
託

　

日
頃
よ
り
文
化
協
会
活
動
に
ご
協
力
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
蔓
延
し
て
、
日

本
に
お
い
て
も
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
、
首
都
東
京

も
大
幅
な
規
制
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
羽
村
市
お
よ
び
近
隣
市

に
お
い
て
も
感
染
さ
れ
た
方
が
い
て
自
ら
の
安
心
・
安
全
は
元

よ
り
、
家
族
、
親
し
い
人
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
皆
さ
ま
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
・
生

涯
学
習
の
活
動
の
中
止
、
延
期
も
止
む
負
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
文
化
協
会
に
お
い
て
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
今

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
一
番
大
事
な
総
会
お
よ
び
懇
親

会
を
中
止
し
て
、
書
面
表
決
に
切
り
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

時
節
柄
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
５
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
美

術
工
芸
展
の
中
止
、
延
期
お
よ
び
加
盟
団
体
の
ホ
ー
ル
・
展
示

発
表
の
中
止
、
延
期
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
51
回
文
化
祭
の
説
明
会
も
中
止
と
し
て
、
文
化
祭
参
加
希

望
の
団
体
、
個
人
に
参
加
者
説
明
資
料
を
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
に
取

り
に
来
て
頂
く
方
法
を
取
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

諸
々
の
困
難
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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